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中
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

（
以
下
、
北
朝
鮮
）
は
「
伝
統
的
友
誼
」

関
係
を
朝
鮮
戦
争
へ
の
参
戦
や
同
じ
社
会

主
義
国
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
長
年

育
ん
で
き
た
。
一
九
九
二
年
の
中
韓
国
交

正
常
化
以
降
こ
の
関
係
は
形
を
変
え
て
き

て
い
る
が
、
国
際
関
係
の
中
で
中
国
の
北

朝
鮮
に
対
す
る
影
響
力
は
依
然
と
し
て
大

き
く
、
核
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
ア

ジ
ア
地
域
の
安
全
保
障
や
朝
鮮
半
島
問
題

な
ど
の
解
決
に
あ
た
っ
て
非
常
に
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
当
研

究
所
図
書
館
の
蔵
書
か
ら
中
朝
関
係
を
知

る
た
め
の
図
書
資
料
を
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
中
朝
外
交
の
歴
史
・
経
済
関
係
の

大
き
な
流
れ
を
知
る
に
は
、
今
村
弘
子
著

『
中
国
か
ら
見
た
北
朝
鮮
経
済
事
情
』（
朝

日
新
聞
社　

二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
げ
ら
れ

る
。
外
交
史
に
つ
い
て
は
唐
・
新
羅
の
時

代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
を
概
観

で
き
る
。
ま
た
経
済
関
係
に
つ
い
て
は
朝

鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
時
期
か
ら
一
九
九
〇

年
代
後
半
ま
で
の
主
に
貿
易
関
係
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
貿
易
に
つ
い
て

は
さ
ら
に
中
朝
国
境
貿
易
に
関
す
る
一
節

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
中
国
遼
寧
省
・
吉

林
省
と
北
朝
鮮
と
の
貿
易
の
実
態
が
わ
か

る
。

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま

で
の
中
朝
関
係
に
つ
い
て
は
、
鄭
鎮
渭
著

『
平
壌―

中
ソ
の
狭
間
で
』（
コ
リ
ア
評

論
社　

一
九
八
三
年
）
で
よ
り
詳
し
い
分

析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
中
国
・
ソ

連
と
い
う
共
産
圏
の
二
大
強
国
の
間
で
、

北
朝
鮮
が
両
国
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

き
た
か
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
比
較
的
最
近
の
外
交
関
係
に
つ
い

て
は
、
野
副
伸
一
他
著
『
イ
ラ
ク
後
の
朝

鮮
半
島―

東
ア
ジ
ア
の
新
局
面
を
探
る
』

（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所　

二
〇
〇
四

年
）
や
中
川
雅
彦
編
『
金
正
日
の
経
済
改

革
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

二
〇
〇
五

年
）
が
参
考
に
な
る
。
前
者
は
、毛
沢
東
・

鄧
小
平
の
時
代
か
ら
胡
錦
濤
が
国
家
主
席

と
な
っ
た
二
〇
〇
三
年
頃
ま
で
の
対
北
朝

鮮
政
策
お
よ
び
朝
鮮
半
島
外
交
に
つ
い
て

分
析
し
て
い
る
。
後
者
は
、
胡
錦
濤
時
代

が
始
ま
っ
た
二
〇
〇
三
年
か
ら
の
北
朝
鮮

と
の
外
交
関
係
の
動
向
に
つ
い
て
中
国
の

当
局
者
や
有
識
者
の
見
解
を
も
と
に
紹
介

し
て
い
る
。
ま
た
中
朝
両
国
は
双
方
の
う

ち
一
方
が
軍
事
的
な
攻
撃
を
受
け
た
場
合
、

も
う
一
方
の
国
は
全
力
を
挙
げ
て
軍
事
上

そ
の
他
の
支
援
を
す
る
と
い
う
内
容
を
含

ん
だ
「
中
朝
友
好
協
力
相
互
援
助
条
約
」

を
一
九
六
一
年
に
結
ん
で
お
り
、
中
朝
関

係
を
語
る
上
で
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
が
、

こ
の
条
約
の
日
本
語
訳
が
西
岡
力
他
著

『
北
朝
鮮
問
題
を
整
理
す
る
５
フ
ァ
イ
ル
』

（
自
由
国
民
社　

二
〇
〇
五
年
）
で
参
照

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
国
と
北
朝
鮮
の
軍
事
関
係
は
、
朝
鮮

戦
争
に
義
勇
軍
を
派
遣
し
て
以
来
の
関
係

が
あ
る
が
、
そ
の
歴
史
的
流
れ
に
つ
い
て

は
塚
本
勝
一
著『
北
朝
鮮
軍
と
政
治
』（
原

書
房　

二
〇
〇
〇
年
）
が
参
考
に
な
る
。

　

中
国
と
北
朝
鮮
の
関
係
は
し
ば
し
ば
韓

国
を
含
む
朝
鮮
半
島
の
問
題
、
あ
る
い
は

日
米
等
を
含
む
国
際
関
係
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
小
此
木
政
夫
編
『
危
機
の
朝

鮮
半
島
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
六
年
）
で
は
一
九
九
二
年
の
中
韓

国
交
正
常
化
に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
の
両
国

家
と
国
交
を
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
中
国
の

外
交
政
策
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
従

来
北
朝
鮮
と
韓
国
は
対
立
関
係
に
あ
っ
た

た
め
、
中
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
外
交
関
係
に

苦
慮
し
て
い
た
が
、
韓
国
の
北
朝
鮮
に
対

す
る
太
陽
政
策
に
よ
り
南
北
両
政
権
の
平

和
共
存
が
志
向
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
中

国
は
韓
国
と
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
そ
の
結
果
北
朝
鮮
の
中
国
に

対
す
る
態
度
に
も
変
化
が
表
れ
た
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
小
林
英
夫
編
『
北
朝

鮮
と
東
北
ア
ジ
ア
の
国
際
新
秩
序
』（
学

文
社　

二
〇
〇
一
年
）
で
は
、
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
安
全
保
障
に
つ
い
て
ア
メ
リ

カ
・
中
国
・
北
朝
鮮
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
利

害
に
留
意
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。「
な

ら
ず
者
国
家
」
と
し
て
み
ら
れ
が
ち
な
北

朝
鮮
に
つ
い
て
は
、
自
国
の
安
全
保
障
に

つ
い
て
正
当
な
要
求
を
も
つ
一
つ
の
弱
い

国
家
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
も
っ
て
論
を

進
め
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
の
核
問
題
は
中
国
に
と
っ
て
も

大
き
な
意
味
を
持
つ
。
姜
龍
範
著
『
米
大

統
領
選
挙
後
に
お
け
る
中
国
の
対
北
朝
鮮

政
策
と
中
朝
関
係
の
展
望
』（
環
日
本
海

経
済
研
究
所　

二
〇
〇
五
年
）
で
は
、
北

朝
鮮
の
核
保
有
に
よ
り
有
事
の
際
、
国
境

を
接
す
る
中
国
が
核
の
被
害
に
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
や
日
本
の
軍
事
大
国
化
・
核

武
装
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
、
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
が
対
朝
鮮
半
島
政
策
の
基
調

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
核
問

題
に
つ
い
て
は
六
カ
国
協
議
な
ど
を
通
じ

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

問
題
へ
の
中
国
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
村

井
友
秀
他
編
著
『
中
国
を
め
ぐ
る
安
全
保

障
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
〇
〇
七
年
）

で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
国
は
こ
れ
ま
で

朝
鮮
半
島
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
と
の
対
立

の
当
事
者
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め

「
朝
鮮
問
題
の
朝
鮮
化
」
を
図
っ
て
き
た

が
、
今
後
在
韓
米
軍
の
朝
鮮
半
島
に
お
け

る
役
割
が
対
北
朝
鮮
抑
止
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
東
ア
ジ
ア
の
他
地
域
に
も
拡
大
さ

れ
た
場
合
、
当
事
者
と
し
て
朝
鮮
半
島
に

対
す
る
安
全
保
障
政
策
を
考
え
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

中
朝
関
係
に
は
、
国
家
間
の
政
治
的
な

側
面
も
あ
る
が
、
国
境
を
接
す
る
地
域
で

発
生
す
る
問
題
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
裵

淵
弘
著
『
中
朝
国
境
を
ゆ
く―

全
長

一
三
〇
〇
キ
ロ
の
魔
境
』（
中
央
公
論
社

二
〇
〇
七
年
）
で
は
脱
北
者
・
国
境
問
題
・

国
境
貿
易
な
ど
中
朝
国
境
で
起
こ
っ
て
い

る
現
状
、
歴
史
的
背
景
を
外
交
関
係
と
共

に
著
者
の
現
地
で
の
調
査
を
も
と
に
考
察

し
て
お
り
、
中
朝
情
勢
を
知
る
上
で
有
用

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
か
の
う　

し
ゅ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
図
書
館
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

中
朝
関
係
を
知
る

狩
野
修
二


